日本ＥＳＤ学会 第２回大会開催　のご案内　　（手島利夫です）

皆様、ご無沙汰しております。江東区立八名川小学校前校長の手島利夫です。暑い季節が近づいていますが、いかがお過ごしでしょうか。
さて、８月に日本ＥＳＤ学会 第２回大会を下記リリース資料の要領にて開催いたします。私も、８月２０日（火）の午後のプログラムの一コマとして、
ＥＳＤ推進指導者講座　―主体的・対話的なＥＳＤ研修会の創り方―
というワークショップを開かせていただけることとなりました。
１．大会期日： 2019年8月19日（月）・20日（火）
ワークショップは２０日（火）１３：００～１６：００
２．会　場　： 宮城教育大学（宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉149番地）
３．共　催　： 宮城教育大学、東北地方ESD活動支援センター（予定）
４．後　援　： ユネスコ・アジア文化センター（ACCU）、国際連合大学
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[bookmark: _GoBack]校内研究会の指導者として、あるいは教育行政や地域、ＮＰＯ等での研修会の場でご活用いただけるようなプログラムをご自身が体験的に参加していただき、終了時に研修会開催用資料（プレゼンデータ等の資料一式）をご提供したいと考えております。
また、私のワークショップに限らず、様々な知見や実践が集う研究大会ですので、皆様方のご参加を賜りますようご案内申し上げます。（会員でなくてもご参加いただけます）
日本ＥＳＤ学会第２回大会の詳細はこちら、ポスターはこちら、をご参照ください。
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  ＥＳＤ推進指導者講座                           ― 主体的・対話的なＥＳＤ研修会の創り方 ―     手島利夫（ 日本ＥＳＤ学会副会長 ）     Ⅰ   ワークショップの概要     この講座では 主体的・対話的 なＥＳＤ研修会の創り方を 自らも 体験的に学 び 、   ①ＥＳＤ研修会 で は、 「ＥＳＤとは・・・」などと説明するのでなく、 参加者 の 問題意識 や使命感に「火をつけること 」が 重要 であることを 踏まえ 、 そのた めの具体的な手立てを身に付けること   ② 激変する社会における教育という問題意識をもって 学習指導要領を 捉え、   ・主体的・対話的で深い学び を創る重要性やそのための問題意識のもたせ方     ・ カリキュラムマネジメント って、具体的に何をどうすればいいのか   ・ファシリテーターとして進化する教師の役割や指導観 ・評価観   ③ＳＤＧｓの推進とＥＳＤ の関係   等に関 して 、活動を通じた 理解 や 納得 を していただ き 、 皆様が 自信をもって研 修会を 運営でき るよう になるための ワークショップ 型 の 研修会 を開催 します。     Ⅱ   ワークショップの展開     ①【対話を通じた事実認識の共有】私たちの社会の変化を語り合おう。   ②【問いかけ・点火のポイント】社会が激しく変化する中で、教育 だけが 今ま   でと同じでいいのだろうか。   ③ 【 班ごとのカード構成 】これからの社会 に必要な 教育の姿をまとめよう   ④ 【ワールドカフェ】作りたい学びの姿を語り 合おう、 聞き合おう   ⑤【フリーマーケット】教育改革に必要なキーワードを各提案の中から探そう   ⑥ 【調査・読み込み】学習指導要領前文・総則に示されている要点を探そう   ⑦【解説と事例研究】解説や事例から求められている学びをイメージしよう   ⑧ 【 振り返り】自分なりに理解し把握した 成果や 課題を確認しよう     Ⅲ   ワークショップに参加することで得られるもの     ＥＳＤ推進者としてワークショップ型研修会の進め方を理解し身に付けると同 時に、そこで使用する典型的なプレゼンテーションデータを得ることができる。     Ⅳ   その他（ 参加者 希望者 へのメッセージ ）     学習指導要領の 改訂によって、ＥＳＤに向かって日本の教育が根底から大きく 変わるときが来ました。 恥も捨て、 私のノウハウも全て公開いたしますので、 批判的に受け止めて ください。 日本ＥＳＤ学会会員の皆様 が 、 それぞれのご専 門の研究・実践分野での知見に加えて、 教育現場に対する の指導力を一層高め、 優れた リーダー として 、 持続可能な世界の実現に向けた教育 ・ ＥＳＤ の充実に ご尽力 して いただきたいと願ってこのワークショップを開催します。  
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